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【要旨】  
CABG 術後の心房細動の発生をβ遮断薬が抑制することを示した論文は多
い。我々は静注用β遮断薬の landiolol が off-pump  CABG 術後の心房細動の発
生を抑制するかについて検討した。  
Off-pump  CABG 手術後に landiolol が投与された連続 39 例（ landiolol 投与
群）と landiolol が投与されていない 20 例（対照群）について比較した。
Landiolol は 1μ g/kg/min の速度で静脈内持続投与を開始し、心拍数が 100 回 /
分未満になるように用量の調節を行った。 Landiolol は ICU 入室時から退室時
まで投与した。評価項目は心房細動が発生した患者数、心拍数、血圧、心仕事
量、 ICU 滞在期間、CRP、CPK とした。  
 Landiolol の平均投与量（維持量）は 2.3±1.2μ g/mL/min、平均投与時間は
49±29 時間であった。 ICU 入室中の心房細動発生患者数は landiolol 投与群が
1/39 例 (2.6%)、対照群が 4/20 例（ 20%）であり、 landiolol による有意な発生率
の低下が認められた。 Landiolol 投与群では投与前に比べて心拍数が有意に低
下したが、血圧への影響はなかった。手術後 7 日目の CRP および CPK は、
landiolol 投与群の方が対照群よりも有意に低かった。  
Off-pump CABG 術後の landiolol の低用量持続投与は、心房細動の発生率を
低下させた。 Landiolol は心拍数の低下とともに CRP の上昇を抑制しており、
landiolol の効果の少なくとも一部には抗炎症作用が関与していると考えられ
た。  
